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俊
成
卿
女
家
集
払
醐
 
 

巻
頭
第
一
首
の
詞
書
を
考
え
る
－
 
 永

田
 
初
枝
 
 

は
じ
め
に
 
 
 

『
俊
戌
卿
女
家
集
』
は
、
『
新
勅
撰
集
』
撰
集
の
資
料
と
し
て
定
家
に
提
出
 
 

さ
れ
る
べ
く
、
天
福
元
年
に
自
探
き
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
、
全
四
部
か
 
 

ら
成
る
が
、
自
撰
さ
れ
た
の
は
第
一
部
八
十
三
百
の
み
で
、
そ
れ
が
『
俊
成
卿
 
 

女
家
集
』
の
原
型
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
特
に
自
撰
部
分
八
十
三
百
中
、
巻
頭
第
一
首
に
つ
い
て
、
そ
の
 
 

詞
書
か
ら
作
歌
時
期
を
検
討
し
、
合
わ
せ
て
、
従
来
疑
問
と
さ
れ
て
き
た
巻
頭
 
 

詞
書
「
三
十
四
に
な
り
し
」
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
 
 

‖
 
 

三
十
四
に
な
り
L
十
五
夜
の
御
歌
の
中
に
、
故
殿
へ
な
が
め
 
 

ご
と
お
は
し
ま
す
と
き
こ
え
し
に
 
 

い
に
し
へ
の
あ
き
の
そ
ら
ま
で
角
田
河
月
に
こ
と
と
ふ
抽
の
つ
ゆ
か
な
 
 
 

こ
の
詞
書
の
意
味
が
解
し
難
く
、
従
来
様
々
な
考
案
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例
 
 

え
ば
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
頭
注
及
び
補
注
‡
は
、
こ
の
詞
書
中
「
三
十
四
 
 

に
な
り
し
」
は
、
元
久
元
年
二
二
〇
四
）
、
俊
成
細
女
推
定
年
齢
三
十
四
歳
 
 

の
時
の
こ
と
で
、
「
故
殿
」
は
夫
通
真
の
こ
と
と
す
る
。
「
元
久
元
年
八
月
十
 
 

五
夜
に
は
後
尾
羽
院
の
五
辻
殿
で
初
魔
の
和
歌
御
全
が
行
わ
れ
た
 
（
後
鳥
羽
院
 
 

御
集
・
明
月
記
）
。
明
月
記
に
よ
る
と
、
「
和
歌
所
別
当
と
し
て
通
具
は
出
席
 
 

し
て
い
る
が
、
俊
成
女
の
名
は
見
え
な
い
。
以
上
に
よ
り
、
こ
の
詞
書
は
「
三
 
 

十
四
に
な
っ
た
年
（
元
久
元
年
）
 
の
八
月
十
五
夜
御
会
の
歌
の
中
に
、
今
は
亡
 
 

き
夫
通
具
へ
詠
ん
で
あ
げ
た
も
の
、
（
仙
洞
で
）
詠
歌
の
こ
と
が
お
あ
り
と
伺
 
 

い
ま
し
た
の
で
」
と
解
し
て
よ
い
か
。
」
 
（
頭
注
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
森
本
元
子
氏
は
、
こ
の
詞
書
中
、
「
三
十
四
に
な
り
し
」
を
、
「
三
 
 

十
百
事
り
し
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
言
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
解
釈
で
は
、
い
ず
れ
も
 
「
三
十
四
に
な
り
し
」
あ
る
い
 
 

は
「
三
十
百
事
り
L
」
が
 
「
十
五
夜
の
卸
歌
」
の
語
に
輯
か
り
、
「
御
歌
」
が
 
 

自
分
の
詠
歌
に
対
す
る
敬
称
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 
 
 

勅
撰
集
の
詞
書
で
「
和
歌
」
と
い
う
表
記
の
あ
る
も
の
は
、
八
代
集
で
は
『
 
 

古
今
集
』
と
『
新
古
今
集
』
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詠
歌
は
す
ぺ
て
、
天
皇
 
 

か
皇
后
、
あ
る
い
は
神
舐
歌
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
少
 
 

な
く
と
も
、
俊
成
卿
女
が
自
分
の
歌
に
対
し
て
「
御
歌
」
の
語
を
使
っ
た
と
は
 
 

考
え
ら
れ
な
い
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
『
俊
成
卿
女
家
集
』
巻
頭
の
詞
書
に
あ
る
「
卸
歌
」
と
は
、
一
 
 

体
誰
の
歌
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

『
四
条
宮
下
野
乗
』
の
詞
書
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 

秋
、
こ
と
さ
、
五
月
五
日
、
む
す
ぴ
ば
な
、
つ
く
り
花
し
て
あ
は
せ
た
ま
 
 

ひ
し
に
、
…
か
た
の
ひ
と
ぐ
、
御
う
た
ど
も
い
と
お
ほ
か
り
き
、
…
 
 

（
私
家
集
大
成
 
〓
ハ
八
詞
書
）
 
 
 

こ
れ
は
、
人
々
が
花
合
わ
せ
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
 
「
 
 

御
歌
」
は
、
そ
こ
に
い
る
人
々
の
歌
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
用
例
か
ら
 
 

見
て
、
『
俊
成
卿
女
家
集
』
巻
頭
の
詞
書
の
 
「
御
歌
」
も
、
八
月
十
五
夜
の
歌
 
 

会
に
参
列
し
て
い
る
人
々
の
歌
巷
指
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
 
 

か
。
つ
ま
り
、
「
十
五
夜
の
御
歌
」
と
は
、
「
十
五
夜
の
歌
会
で
皆
さ
ん
が
お
 
 

詠
み
に
な
っ
た
歌
」
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
「
な
が
め
ご
と
」
に
つ
い
て
、
大
系
本
の
頭
注
や
森
本
氏
は
、
こ
れ
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を
「
歌
会
」
 
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
「
な
が
め
」
は
 
「
詩
歌
な
 
 

ど
を
詠
吟
す
る
こ
と
、
吟
詠
」
 
の
意
味
で
あ
り
、
「
な
が
め
ご
と
」
 
の
意
は
 
「
 
 

長
く
声
を
引
い
て
こ
と
ば
や
歌
を
言
う
こ
と
」
で
あ
る
。
歌
の
詞
書
に
「
な
が
 
 

め
ご
と
」
と
あ
る
用
例
を
い
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
っ
き
り
 
 

と
は
t
亨
え
な
い
が
、
「
な
が
め
ご
と
」
 
の
本
来
の
意
味
か
ら
考
え
る
と
、
石
田
 
 

吉
月
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
3
、
「
声
を
長
く
し
て
よ
む
ぺ
垂
す
ぐ
れ
た
作
品
」
 
 

と
い
う
よ
う
な
解
釈
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
「
な
が
め
ご
と
お
は
し
ま
す
」
の
 
「
お
は
し
ま
す
」
も
、
敬
意
の
対
 
 

象
が
明
確
で
は
な
い
。
文
脈
の
中
で
は
 
「
な
が
め
ご
と
が
お
あ
り
に
な
る
」
と
 
 

解
釈
す
る
し
か
な
く
、
や
は
り
、
「
な
が
め
ご
と
」
を
催
す
「
故
殿
」
 
に
対
す
 
 

る
敬
意
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
巻
頭
第
二
百
の
詞
書
は
、
 
 

「
三
十
四
歳
に
な
っ
た
年
の
八
月
十
五
夜
の
歌
会
で
の
参
列
者
の
方
々
の
 
 

和
歌
の
中
か
ら
、
故
殿
に
対
し
て
、
何
百
か
を
声
に
出
し
て
按
零
す
る
と
 
 

い
う
催
し
が
お
あ
り
に
な
る
と
き
き
ま
し
た
の
で
」
 
 

と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
歌
会
の
参
列
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
 
 

の
中
か
ら
l
首
を
声
に
出
し
て
披
露
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
俊
成
卿
女
は
、
 
 

自
分
の
歌
の
中
か
ら
「
い
に
し
へ
の
」
の
歌
を
運
ん
で
披
露
し
た
と
考
え
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 

二
 
 
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
詞
書
中
「
改
段
」
と
は
、
一
体
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

「
故
殿
」
は
、
日
本
古
典
全
書
『
中
古
三
女
歌
人
集
』
所
収
『
俊
成
卿
女
家
 
 

集
』
の
頭
注
で
通
具
と
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
夫
適
具
と
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
 
 

あ
る
。
し
か
し
、
続
く
二
、
三
百
日
の
詞
書
を
見
る
と
、
 
 

ひ
と
～
せ
の
北
野
の
う
た
に
、
故
大
納
言
に
よ
ま
せ
し
 
 

と
、
「
故
大
納
言
」
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

通
異
は
貞
応
元
年
 
（
一
二
二
二
）
 
八
月
十
三
日
、
梅
大
納
言
か
ら
大
納
言
に
 
 

任
ぜ
ら
れ
、
大
納
言
の
ま
ま
、
安
貞
元
年
（
一
二
一
一
七
）
 
に
没
し
て
い
る
 
（
公
 
 

卿
補
任
）
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
、
三
百
目
の
詞
書
「
故
大
納
言
」
は
、
通
具
と
 
 

み
て
ま
ず
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
l
首
日
の
詞
書
の
み
通
具
を
「
 
 

故
殿
」
と
称
す
る
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。
 
 
 

こ
の
件
に
つ
い
て
、
森
本
氏
は
、
一
首
日
の
詞
書
で
は
「
十
五
夜
の
御
歌
」
 
 

「
な
が
め
ご
と
お
は
し
ま
す
」
と
、
「
故
殿
」
 
に
対
す
る
相
当
な
敬
意
が
表
さ
 
 

れ
て
い
る
が
、
「
故
大
納
言
」
に
対
し
て
は
、
「
よ
ま
せ
し
」
と
、
敬
語
が
用
 
 

い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
故
殿
」
と
「
故
大
納
言
」
と
は
別
人
な
 
 

の
で
は
な
い
か
、
「
故
大
納
言
」
が
通
具
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
 
 

俊
成
卿
女
が
「
故
殿
」
と
呼
ん
で
し
か
る
べ
き
人
と
は
、
後
京
極
摂
政
藤
原
良
 
 

程
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
刺
さ
れ
た
蛋
。
 
 
 

先
に
検
討
し
た
、
巻
頭
第
一
首
の
詞
書
か
ら
推
し
て
、
「
三
十
四
に
な
り
し
 
 

十
五
夜
」
の
歌
会
は
、
「
故
殿
」
の
主
催
と
考
え
ら
れ
る
。
通
具
の
主
催
し
た
 
 

歌
会
・
歌
会
で
、
現
在
知
ら
れ
る
も
の
は
、
正
治
二
年
（
一
二
n
U
∧
‖
）
十
一
月
 
 

二
十
八
日
の
内
裏
歌
会
だ
け
で
あ
る
≡
。
こ
れ
で
は
、
八
月
十
五
夜
の
歌
会
に
 
 

は
合
致
し
な
い
。
で
は
、
森
本
氏
の
言
わ
れ
る
良
経
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

良
経
が
主
催
L
た
歌
会
・
歌
会
は
、
文
治
五
年
〓
一
八
九
）
十
二
月
の
 
「
 
 

良
経
家
雪
十
首
歌
合
」
を
最
初
と
し
て
、
建
久
斯
、
特
に
廷
久
五
年
以
降
、
徐
 
 

々
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
八
月
十
五
夜
の
歌
会
及
び
歌
会
は
、
 
 

記
録
に
残
っ
て
い
る
限
り
、
建
久
五
年
八
月
十
五
夜
の
歌
会
の
み
で
あ
る
五
言
 
 
 

こ
の
歌
会
は
、
『
拾
遺
居
辛
』
に
よ
っ
て
、
月
三
選
の
歌
会
で
あ
っ
た
こ
と
 
 

が
推
せ
ら
れ
て
い
る
他
は
、
た
だ
『
隆
信
集
』
 
に
そ
の
内
の
一
首
が
見
え
る
だ
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け
で
あ
る
。
定
家
の
三
首
は
、
 
 

建
久
五
年
八
月
十
五
夜
左
大
将
家
、
見
月
屈
旅
 
 

待
は
ど
を
か
た
ら
ぬ
月
に
か
こ
つ
と
も
し
ら
で
や
ぬ
ら
ん
あ
ら
き
は
ま
ペ
 
 

対
月
間
昔
 
 

忘
れ
ず
や
は
じ
め
も
し
ら
ぬ
そ
ら
の
月
か
へ
ら
ぬ
秋
の
か
ず
は
ふ
り
つ
～
 
 

月
契
潤
月
 
 

月
も
又
L
か
な
ら
ふ
ま
で
な
れ
よ
と
や
か
ず
そ
ふ
秋
の
空
を
た
の
め
て
 
 

で
あ
り
、
『
隆
信
集
』
 
の
一
首
は
、
 
 

操
京
極
殿
左
大
将
の
御
と
き
、
月
に
む
か
ひ
て
昔
を
と
ふ
と
 
 

い
ふ
こ
と
を
 
 

見
し
世
よ
り
み
拍
昔
ま
で
尋
ね
れ
ば
こ
た
へ
ね
月
ぞ
い
ふ
に
増
れ
る
 
 

で
あ
る
。
そ
の
他
、
歌
会
の
内
容
、
出
席
者
等
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
 
 

こ
の
内
の
 
「
対
月
間
昔
」
と
い
う
題
は
、
ま
さ
に
『
俊
成
卿
女
家
集
』
巻
頭
第
 
 

一
首
の
歌
の
歌
題
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
既
に
森
本
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
 
 

巻
頭
第
一
首
の
詞
書
か
ら
、
「
故
殿
」
を
歌
会
の
主
催
者
と
考
え
、
改
め
て
「
 
 

故
殿
」
は
藤
原
良
経
で
あ
ろ
う
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
次
第
を
述
べ
た
。
 
 
 

き
て
、
巻
頭
第
一
首
が
建
久
五
年
の
作
で
あ
る
と
す
る
と
㍉
次
に
問
題
に
な
 
 

る
の
は
、
「
三
十
四
に
な
り
し
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

先
に
引
い
た
よ
う
に
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
注
で
は
、
こ
れ
を
「
三
十
四
 
 

歳
に
な
っ
た
年
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
俊
成
卿
女
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
森
本
 
 

氏
が
、
俊
成
卿
女
は
二
十
歳
の
頃
同
年
齢
の
通
具
と
結
婚
し
た
と
仮
定
し
、
承
 
 

安
元
年
（
一
一
七
一
）
頃
の
出
生
と
さ
れ
ヱ
、
そ
れ
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

よ
っ
て
俊
成
卿
女
推
定
年
齢
三
十
四
歳
は
元
久
元
年
と
な
り
、
こ
の
歌
を
、
い
 
 

ま
検
討
し
た
よ
う
に
建
久
五
年
の
詠
と
す
る
と
、
推
定
年
齢
と
大
童
く
ず
れ
る
 
 

こ
と
に
な
る
。
こ
の
 
「
三
十
四
に
な
り
し
」
を
、
森
本
氏
は
、
本
文
の
誤
写
か
 
 

誤
読
に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
り
と
し
、
実
際
は
 
「
三
十
首
奉
り
し
」
で
は
な
か
っ
 
 

た
か
と
推
測
し
て
い
る
。
た
だ
、
今
見
た
よ
う
に
、
建
久
五
年
八
月
十
五
夜
の
 
 

歌
会
は
月
三
選
の
三
首
で
あ
っ
た
の
で
、
「
三
十
首
」
と
い
う
の
は
俊
成
卿
女
 
 

の
記
憶
違
い
で
、
実
際
は
三
首
だ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
既
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
森
本
氏
の
よ
う
に
 
「
三
十
首
奉
り
し
」
 
 

と
見
て
も
、
「
十
五
夜
甲
御
歌
」
が
俊
成
卿
女
自
ら
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
 
 

俊
成
卿
女
が
、
自
分
の
歌
に
対
し
て
敬
語
を
用
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 
 

ま
た
、
「
御
歌
」
を
、
誰
か
他
の
人
の
歌
と
解
釈
す
る
と
し
て
も
、
「
三
十
百
 
 

事
り
し
」
は
「
十
五
夜
の
御
歌
」
に
掛
か
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
奉
り
し
」
と
 
 

「
和
歌
」
と
で
は
、
掛
か
り
具
合
が
お
か
し
い
。
 
 
 

そ
こ
で
、
次
に
こ
の
詞
書
中
、
「
三
十
四
に
な
り
し
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
 
 

私
の
考
え
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
 
 

三
 
 
 

大
系
本
の
補
注
が
、
こ
の
詞
書
に
関
し
て
、
 
 

「
三
十
四
」
と
特
に
年
齢
を
記
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
こ
の
年
は
、
俊
 
 

成
卿
女
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
 
 

の
こ
と
は
こ
の
家
集
の
読
者
と
し
て
第
一
に
予
想
さ
れ
た
定
家
ら
に
は
直
 
 

ち
に
了
解
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
詞
書
中
の
年
齢
が
彼
女
に
と
っ
て
大
切
だ
っ
た
の
で
 
 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
年
齢
と
は
、
定
家
を
初
め
と
す
る
彼
女
の
 
 

ご
く
身
近
な
人
た
ち
に
は
直
ち
に
何
を
意
味
す
る
の
か
が
納
得
で
さ
る
、
彼
女
 
 

に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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良
経
家
で
八
月
十
五
夜
の
和
歌
会
が
行
わ
れ
た
建
久
五
年
、
俊
成
卿
女
推
定
 
 

年
齢
二
十
四
歳
で
あ
る
。
巻
頭
第
一
百
詞
書
「
三
十
四
に
な
り
し
」
は
、
実
は
 
 

「
二
十
四
に
な
り
し
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
彼
女
が
二
十
四
歳
に
な
っ
た
年
の
 
 

八
月
十
五
夜
の
詠
と
い
う
意
味
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

実
は
、
俊
成
卿
女
二
十
四
歳
と
は
、
歌
人
と
L
て
の
彼
女
に
と
っ
て
、
き
わ
 
 

め
て
大
切
な
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

俊
成
卿
女
が
公
の
歌
増
に
初
め
て
登
場
し
た
の
は
、
建
仁
元
年
 
（
一
二
〇
二
）
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
推
定
年
齢
三
十
一
読
の
時
で
あ
る
。
そ
の
三
月
十
六
日
、
内
 
 

大
臣
家
影
供
歌
含
に
「
新
参
」
の
名
で
列
し
、
勝
四
持
｝
 
（
不
明
〓
 
の
好
成
 
 

績
を
得
、
同
年
六
月
、
千
五
召
番
歌
台
の
作
者
に
選
ば
れ
て
詠
進
、
八
月
十
五
 
 

夜
和
歌
所
撰
歌
合
に
初
め
て
「
倭
成
卿
女
」
の
名
で
列
し
、
勝
四
持
二
、
と
い
 
 

う
よ
う
に
、
「
新
参
」
 
で
好
成
績
を
得
て
か
ら
、
彼
女
は
し
ば
し
ば
歌
壇
に
名
 
 

を
列
ね
る
よ
う
に
な
る
。
建
仁
元
年
が
、
彼
女
に
と
っ
て
歌
壇
デ
ビ
ュ
ー
の
華
 
 

々
し
い
年
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

建
仁
元
年
以
前
の
俊
成
卿
女
の
詠
歌
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
、
母
の
 
 

死
に
際
し
て
の
哀
傷
歌
が
三
首
あ
る
の
み
で
あ
る
壬
。
し
か
し
、
幼
少
の
噴
か
 
 

ら
養
父
俊
成
や
叔
父
定
家
か
ら
和
歌
の
手
は
ど
き
を
受
け
亘
、
十
七
歳
で
俊
成
 
 

の
 
『
千
載
集
』
編
‡
の
手
伝
い
を
し
た
と
の
説
ま
で
あ
る
丑
俊
成
卿
女
が
、
三
 
 

十
一
哉
に
な
る
ま
で
一
首
の
歌
も
残
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
少
し
不
思
議
 
 

な
気
が
す
る
。
ま
た
、
デ
ビ
ュ
ー
と
同
時
に
優
れ
た
歌
を
多
く
詠
ん
で
い
る
こ
 
 

と
は
、
そ
れ
以
前
の
彼
女
の
作
歌
活
動
を
何
よ
り
も
示
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
 
 

L
て
、
事
実
、
彼
女
が
歌
壇
に
登
場
す
る
前
の
年
、
正
治
二
年
九
月
二
十
八
日
、
 
 

適
具
と
俊
戌
卿
女
の
歌
会
に
定
家
が
判
を
加
え
た
と
い
う
記
事
が
『
明
月
記
』
 
 

に
み
え
る
。
歌
こ
そ
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
俊
成
卿
女
が
 
 

歌
壇
で
活
躍
す
る
以
前
に
も
、
内
々
の
歌
会
や
歌
合
な
ど
で
歌
を
詠
ん
で
い
た
 
 

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

で
は
、
記
録
に
残
る
建
仁
元
年
以
前
、
俊
成
卿
女
が
初
め
て
歌
の
世
界
に
足
 
 

を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
一
体
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

定
家
の
筆
に
な
る
『
定
家
卿
歌
合
切
』
が
、
通
具
と
鍍
成
卿
女
と
の
五
十
番
 
 

歌
合
で
あ
る
こ
と
が
久
曽
神
昇
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
E
、
森
本
氏
が
、
そ
 
 

の
時
期
を
建
久
」
ハ
年
（
一
一
九
五
）
墳
と
仮
定
L
た
宜
。
俊
成
卿
女
二
十
五
歳
 
 

頃
で
あ
る
。
そ
の
歌
合
切
は
、
本
来
五
十
番
歌
台
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
五
十
首
ず
 
 

つ
で
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
が
、
わ
ず
か
に
十
首
ず
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
し
 
 

か
し
、
そ
の
中
に
は
、
「
重
し
ら
ず
」
と
し
て
『
新
古
今
集
』
に
入
る
俊
成
卿
 
 

女
の
作
が
一
一
首
と
道
具
の
作
が
一
首
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
俊
成
 
 

卿
女
が
、
二
十
五
歳
頃
に
、
既
に
『
新
古
今
集
』
の
資
料
と
さ
れ
る
よ
う
な
場
 
 

で
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
再
び
『
俊
成
卿
女
家
集
』
巻
頭
第
一
首
の
詞
書
に
戻
っ
て
、
そ
の
年
 
 

齢
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。
 
 
 

歌
填
で
の
デ
ビ
ュ
ー
は
俊
成
卿
女
三
十
山
歳
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
も
、
夫
 
 

婦
の
私
的
な
歌
台
を
定
家
に
判
じ
て
も
ら
う
な
ど
、
内
々
の
歌
台
等
を
行
っ
て
 
 

い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
 
 

に
、
家
集
巻
頭
の
詞
書
に
よ
り
、
建
久
五
年
の
八
月
十
五
夜
、
左
大
将
良
経
家
 
 

の
歌
会
に
出
席
し
た
の
で
あ
る
。
建
久
五
年
は
、
定
家
の
歌
会
切
の
前
年
、
俊
 
 

成
卿
女
二
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
年
の
八
月
十
五
夜
、
こ
の
良
 
 

経
東
歌
会
こ
そ
が
、
彼
女
の
さ
さ
や
か
な
、
そ
し
て
記
念
す
べ
き
歌
壇
へ
の
第
 
 

一
歩
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
た
と
え
歌
合
切
に
残
る
夫
婦
の
 
 

歌
会
が
、
そ
れ
以
前
だ
っ
た
と
し
て
も
、
左
大
将
軍
歌
会
と
い
う
公
的
な
囁
で
、
 
 

定
家
や
藤
原
隆
信
、
他
に
も
い
た
で
あ
ろ
う
数
人
の
名
の
通
っ
た
歌
人
た
ち
と
 
 

共
に
出
詠
の
栄
を
措
か
っ
た
こ
の
八
月
十
五
夜
の
歌
会
は
、
彼
女
に
と
っ
て
生
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涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
記
念
す
べ
き
日
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

森
本
氏
は
、
こ
の
家
集
の
構
成
を
「
言
え
と
今
と
の
対
比
」
と
し
て
お
ら
れ
 
 

る
B
。
こ
の
巻
頭
第
一
首
こ
そ
は
、
二
十
四
議
、
歌
壇
に
小
さ
な
第
一
歩
を
記
 
 

し
た
俊
成
卿
女
の
 
「
古
え
」
を
語
る
最
た
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
 
 

「
二
十
四
蔵
」
を
意
味
づ
け
る
上
で
も
う
一
つ
大
切
な
も
の
は
、
家
集
の
四
 
 

百
目
の
歌
で
あ
る
。
 
 
去
年
八
月
十
五
夜
 
 

花
の
様
に
つ
ゆ
の
や
ど
か
す
み
や
ぎ
野
の
月
に
ぞ
秋
の
い
ろ
は
み
え
け
る
 
 
 

こ
の
歌
は
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
八
月
十
五
夜
名
所
月
歌
会
三
首
申
の
 
 

一
首
で
あ
る
。
そ
の
三
首
は
、
 
 
 

よ
ろ
づ
代
も
み
も
す
そ
川
の
し
き
な
み
も
す
め
る
く
も
井
の
あ
垂
の
月
か
げ
 
 
 

は
な
の
え
に
つ
ゆ
の
や
ど
か
る
宮
城
野
の
月
に
ぞ
あ
き
の
い
ろ
は
見
え
け
る
 
 
 

ふ
り
に
け
る
あ
は
れ
も
月
に
す
み
の
え
の
ま
つ
に
よ
ふ
か
き
あ
垂
の
し
は
か
 
 
 

ぜ
 
 

〈
底
本
 
俊
成
卿
女
全
歌
集
｝
 
 

で
、
い
ず
れ
も
右
衛
門
菅
為
家
と
番
え
ら
れ
て
い
る
。
勝
敗
は
順
に
、
持
負
勝
 
 

で
あ
る
。
家
集
に
採
ら
れ
た
歌
は
、
負
を
取
っ
た
二
昔
日
の
歌
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
は
、
森
本
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
宜
、
巻
頭
「
対
月
間
苦
」
 
 

と
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
森
本
氏
の
言
葉
を
お
借
り
す
る
と
、
「
「
月
に
こ
と
 
 

ゝ
ふ
抽
の
耳
」
 
に
対
し
て
、
月
の
う
つ
る
霜
を
よ
み
こ
ん
だ
点
も
都
合
よ
い
。
 
 

そ
の
上
に
 
「
秋
の
色
」
に
は
老
い
の
身
を
厭
う
心
も
あ
り
、
一
番
の
懐
旧
の
雇
 
 

と
よ
く
つ
り
合
っ
」
て
い
る
。
歌
会
で
負
を
取
っ
た
歌
を
わ
ぎ
わ
ぎ
選
ん
だ
の
 
 

も
、
巻
頭
第
一
百
と
の
対
比
を
考
え
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
私
が
述
べ
た
い
の
は
歌
の
内
容
だ
け
で
は
な
い
。
詞
書
に
「
去
年
 
 

八
月
十
五
夜
」
と
あ
る
。
「
去
年
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
家
集
を
自
撰
し
た
前
 
 

の
年
で
あ
り
、
そ
の
 
「
八
月
十
五
夜
」
と
い
う
こ
と
は
、
家
集
を
編
ん
で
い
る
 
 

現
在
、
最
も
最
近
の
 
「
八
月
十
五
夜
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

家
集
巻
頭
の
 
「
二
十
四
に
な
り
し
八
月
十
五
夜
」
は
、
彼
女
の
歌
壇
史
上
最
 
 

初
の
八
月
十
五
夜
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
に
通
具
に
ゆ
か
り
の
あ
る
二
百
 
 

右
挿
入
し
、
第
四
百
日
に
、
詞
書
「
去
年
」
が
示
す
よ
う
に
、
現
在
に
お
け
る
 
 

彼
女
の
最
後
の
八
月
十
五
夜
を
置
く
。
 
八
月
十
五
夜
の
詠
に
よ
っ
て
、
俊
 
 

成
卿
女
が
、
自
分
の
歌
人
と
L
て
の
生
涯
を
、
こ
の
巻
頭
四
首
に
縮
約
L
た
と
 
 

い
う
こ
と
が
で
畠
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
巻
頭
第
山
首
の
詞
書
「
三
十
四
」
は
「
二
十
四
」
で
あ
り
、
モ
の
歌
 
 

は
、
建
久
五
年
、
二
十
四
歳
の
俊
成
卿
女
が
、
初
め
て
良
種
家
の
八
月
十
五
夜
 
 

に
列
席
し
た
、
い
わ
ば
、
歌
人
俊
成
細
女
の
誕
生
の
時
の
詠
で
あ
る
と
考
え
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

〔
注
〕
 
 

（
1
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』
所
収
『
俊
成
卿
女
家
集
』
 
 

久
松
潜
一
校
注
（
昭
和
三
十
九
年
九
月
 
岩
波
書
店
刊
）
 
 

（
2
）
森
本
元
子
著
『
俊
成
卿
女
の
研
究
』
 
（
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
 
桜
楓
 
 

社
刊
）
第
八
幸
 
便
成
卿
女
家
集
論
 
 

（
3
）
石
田
吉
且
『
俊
成
卿
女
集
考
』
 
（
「
日
本
文
学
」
第
一
巷
第
十
号
）
 
 

（
4
）
注
2
に
同
じ
。
以
下
、
本
論
文
第
二
節
の
森
本
氏
の
お
考
え
は
、
す
べ
 
 

て
こ
れ
に
よ
る
。
 
 

（
5
）
部
矢
祥
子
編
著
『
頗
通
具
全
歌
集
』
 
（
昭
和
六
十
二
年
五
月
 
思
文
閣
 
 

出
版
刊
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
6
）
青
木
賢
妻
著
『
藤
原
良
経
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』
 
（
昭
和
五
十
一
年
八
 
 
 



一
q
 
 
｛
∠
 
 

＋
 
 
 

田
 
 

永
 
 

月
 
笠
間
書
院
刊
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
7
）
 
『
俊
成
卿
女
の
伝
記
に
関
す
る
考
案
』
 
（
「
学
苑
」
昭
和
三
十
三
年
三
 
 

月
）
 
 

（
8
）
 
『
新
古
今
集
』
巻
八
哀
傷
七
八
七
。
『
俊
成
卿
女
家
集
』
七
九
・
八
〇
。
 
 

（
9
）
 
『
俊
成
卿
女
の
研
究
』
第
二
章
 
歌
人
俊
成
細
女
の
形
成
 
 

（
皿
）
 
「
あ
る
本
に
、
こ
の
作
者
の
事
、
後
に
は
こ
し
ペ
の
禅
尼
と
云
、
俊
成
 
 

卿
千
載
集
を
撰
し
け
る
時
の
て
つ
だ
ひ
し
た
る
人
な
り
。
」
 
（
宗
献
・
 
 

自
賛
歌
注
）
 
 

（
u
）
 
『
か
な
研
究
』
四
十
一
号
（
昭
和
四
十
年
五
月
）
 
「
藤
原
定
家
歌
合
切
」
 
 

（
毘
）
 
「
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
吉
田
幸
一
博
士
は
、
定
家
三
十
歳
末
清
か
 
 

と
言
わ
れ
 
（
「
定
家
珠
芳
」
 
（
昭
和
四
十
二
年
七
月
、
理
想
社
刊
）
中
、
 
 

「
般
富
門
院
百
題
解
説
」
）
、
久
曽
神
博
士
は
四
十
蔵
前
後
と
さ
れ
て
 
 

い
る
。
か
り
に
中
間
を
と
れ
ば
、
建
久
六
年
頃
、
俊
成
卿
女
の
二
十
五
 
 

歳
時
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
注
9
に
よ
る
。
 
 

（
ロ
）
森
本
氏
は
、
「
一
見
無
計
画
で
あ
る
こ
の
八
十
三
首
が
、
よ
く
見
れ
ば
 
 

一
定
の
方
針
の
も
と
に
撰
述
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
八
十
三
首
を
 
（
 
 

A
）
歌
会
・
歌
合
の
作
、
（
B
）
定
数
歌
、
（
C
）
私
的
な
生
活
詠
に
 
 

大
別
L
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
歌
人
と
し
て
初
期
の
も
の
と
、
 
 

最
近
の
老
後
の
も
の
と
を
対
照
的
に
選
ぶ
と
い
う
作
者
の
構
成
意
図
を
 
 

明
ら
か
に
L
よ
う
と
し
て
い
る
。
注
2
に
よ
る
。
 
 

（
過
）
注
2
に
同
じ
。
 
 

（
筑
波
大
学
教
育
研
究
科
学
生
）
 
 
 


